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2. 使 用 範 囲
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3. 外　形　図
HCSV22
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4. 構　造　図
HCSV22
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5. 能　力　表

（1）能力一覧表

形　　　式 

出力周波数 

HCSV22 

60Hz 

1.82 

2.36 

3.02 

3.76 

4.52 

5.48 

6.42 

7.50 

8.48

HCSV45 

75Hz 

3.78 

4.75 

5.90 

7.30 

8.90 

10.7 

12.8 

15.0 

17.4

HCSV55 

60Hz 

5.19 

6.45 

7.95 

9.77 

11.9 

14.3 

17.0 

20.0 

23.3

HCSV75 

75Hz 

5.91 

7.54 

9.68 

12.0 

14.5 

17.4 

20.3 

23.6 

27.2

単位：kW

－45 

－40 

－35 

－30 

－25 

－20 

－15 

－10 

－5

蒸
　
　
発
　
　
温
　
　
度 

（℃） 

注a　冷媒R404A，電源電圧200V，コンデンサ周囲温度32℃の場合を示します。 
　s　蒸発温度とは吸入圧力の飽和温度のことで，吸入ガス温度18℃の時の値を示します。 
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（2）能力表
注a　冷媒R404A，電源電圧200V，コンデンサ周囲温度32℃の場合を示します。 
　s　蒸発温度とは吸入圧力の飽和温度のことで，吸入ガス温度18℃の時の値を示します。 

HCSV22 HCSV45

HCSV55 HCSV75
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（
3）
配
管
長
に
よ
る
能
力
補
正
値

0 
30 
50 
80 
100 
0 
30 
50 
80 
100 
0 
30 
50 
80 
100 
0 
30 
50 
80 
100 
0 
30 
50 
80 
100 
0 
30 
50 
80 
100 
0 
30 
50 
80 
100 
0 
30 
50 
80 
100

100  
86.4 
78.9 
－    
－    
100  
87.1 
80.1 
－    
－    
100  
87.9 
81.3 
－    
－    
100  
88.8 
82.6 
－    
－    
100  
89.7 
83.9 
－    
－    
100  
90.6 
85.3 
－    
－    
100  
91.6 
86.9 
－    
－    
100  
92.7 
88.4 
－    
－   

2.36 
2.04 
1.86 
－ 
－ 
3.02 
2.63 
2.42 
－ 
－ 
3.76 
3.31 
3.06 
－ 
－ 
4.52 
4.01 
3.73 
－ 
－ 
5.48 
4.92 
4.60 
－ 
－ 
6.42 
5.82 
5.48 
－ 
－ 
7.50 
6.87 
6.52 
－ 
－ 
8.48 
7.86 
7.50 
－ 
－ 

蒸発温度 
（℃） 

配 管 長  
（m） 

HCSV22

   冷凍能力補正率（%）    補正冷凍能力（kW） 
100  
93.7 
90.0 
85.0 
81.9 
100  
94.0 
90.5 
87.3 
84.2 
100  
94.3 
91.0 
87.9 
85.0 
100  
94.6 
91.4 
88.5 
85.8 
100  
94.9 
91.9 
89.1 
86.6 
100  
95.2 
92.4 
89.8 
87.3 
100  
95.5 
92.8 
90.4 
88.1 
100  
95.8 
93.3 
91.0 
88.9

4.75 
4.45 
4.28 
4.04 
3.89 
5.90 
5.55 
5.34 
5.15 
4.97 
7.30 
6.88 
6.64 
6.42 
6.21 
8.90 
8.42 
8.14 
7.88 
7.63 
10.7  
10.2  
9.83 
9.54 
9.26 
12.8  
12.2  
11.8  
11.5  
11.2  
15.0  
14.3  
13.9  
13.6  
13.2  
17.4  
16.7  
16.2  
15.8  
15.5

HCSV45

   冷凍能力補正率（%）    補正冷凍能力（kW） 
100  
94.4 
91.2 
86.8 
84.1 
100  
94.7 
91.5 
88.7 
86.0 
100  
94.9 
91.9 
89.2 
86.6 
100  
95.1 
92.3 
89.6 
87.2 
100  
95.4 
92.6 
90.1 
87.8 
100  
95.6 
93.0 
90.6 
88.4 
100  
95.9 
93.4 
91.1 
89.0 
100  
96.1 
93.7 
91.6 
89.5

6.45 
6.09 
5.88 
5.60 
5.43 
7.95 
7.53 
7.28 
7.05 
6.84 
9.77 
9.27 
8.98 
8.71 
8.46 
11.9  
11.3  
11.0  
10.7  
10.4  
14.3  
13.6  
13.2  
12.9  
12.6  
17.0  
16.3  
15.8  
15.4  
15.0  
20.0  
19.2  
18.7  
18.2  
17.8  
23.3  
22.4  
21.8  
21.3  
20.9

HCSV55

   冷凍能力補正率（%）    補正冷凍能力（kW） 
100  
92.2 
88.0 
82.5 
79.2 
100  
92.7 
88.6 
85.0 
81.7 
100  
93.1 
89.2 
85.8 
82.7 
100  
93.5 
89.9 
86.6 
83.6 
100  
94.0 
90.5 
87.4 
84.5 
100  
94.4 
91.1 
88.2 
85.4 
100  
94.9 
91.8 
89.0 
86.4 
100  
95.3 
92.4 
89.8 
87.3

7.54 
6.96 
6.63 
6.22 
5.98 
9.68 
8.97 
8.58 
8.23 
7.91 
12.0  
11.2  
10.7  
10.3  
9.92 
14.5  
13.6  
13.0  
12.6  
12.1  
17.4  
16.4  
15.7  
15.2  
14.7  
20.3  
19.2  
18.5  
17.9  
17.3  
23.6  
22.4  
21.7  
21.0  
20.4  
27.2  
25.9  
25.1  
24.4  
23.7

HCSV75

   冷凍能力補正率（%）    補正冷凍能力（kW） 

－40 

－35 

－30 

－25 

－20 

－15 

－10 

－5
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（4）吸入ガス過熱度による冷凍能力補正

R404A対応スクロール冷凍機の冷凍能力については，冷媒の物性によりユニットの吸入ガス過熱度（スーパーヒート）

の低下にて冷凍能力が低下します。

このため，カタログ表示の温度条件（吸入ガス温度18℃）と実際に使用される温度条件が異なる場合は，負荷計算の

際カタログ表示を補正した冷凍能力で機種選定をする必要があります。

カタログ表示を吸入ガス過熱度（スーパーヒート）を考慮した冷凍能力に換算する係数
（外気温度32℃）

●吸入ガス温度18℃表示を吸入ガス過熱度（TsSH）別に換算する補正率（％） 

注記）冷媒R404A，外気温度32℃ 

ET（℃）/TsSH（deg） 

－5 

－10 

－15 

－17 

－20 

－25 

－30 

－35 

－40 

－45

96.1 

94.5 

93.1 

92.6 

91.5 

90.3 

89.2 

87.7 

86.3 

84.9

10

97.6 

96.3 

94.7 

94.1 

92.9 

91.8 

90.7 

89.1 

87.8 

86.3

15

99.2 

97.7 

96.2 

95.6 

94.4 

93.3 

92.1 

90.7 

89.2 

87.8

20

－ 

99.1 

97.7 

97.0 

95.9 

94.8 

93.5 

92.1 

90.7 

89.3

25

－ 

－ 

99.2 

98.5 

97.4 

96.2 

95.0 

93.6 

92.2 

90.7

30

【参考】吸入ガス過熱度（TsSH）に対する実際の吸入ガス温度（℃） 

ET（℃）/TsSH（deg） 

－5 

－10 

－15 

－17 

－20 

－25 

－30 

－35 

－40 

－45

5 

0 

－5 

－7 

－10 

－15 

－20 

－25 

－30 

－35

10

10 

5 

0 

－2 

－5 

－10 

－15 

－20 

－25 

－30

15

15 

10 

5 

3 

0 

－5 

－10 

－15 

－20 

－25

20

－ 

15 

10 

8 

5 

0 

－5 

－10 

－15 

－20

25

－ 

－ 

15 

13 

10 

5 

0 

－5 

－10 

－15

30
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7. 配
管
系
統
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8. 制　　　御

8.1 インバータ冷凍機の説明
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s　制御関係から見た横成 
　　本冷凍機の主な制御を簡単に説明します。 
　①　運転周波数制御 
吸入圧力センサにより検出した吸入圧力は電気箱内のユニットコントローラに入力され、ここで運転範囲に 
応じて設定した設定圧力と比較し、インバータ基板に運転周波数の指令を出します。インバータ基板は指令 
された周波数を作り圧縮機へ供給し回転数を変化させます。 

　②　吐出ガス過熱度制御 
吐出ガス温度サーミスタ（温度検出器）により検出した吐出ガス温度と、高圧圧力センサにより検出した吐 
出圧力はユニットコントローラに入力されます。ユニットコントローラは温度と圧力との関係で決まる過熱 
度により電子流量弁の開度を変化させ、吐出ガス過熱度を最適に制御します。 
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8.2 インバータ制御
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コード 設定項目 
設　定　範　囲 

HCSV45 HCSV55
A値+0.0～-0.03 
30～180

A値（Psカット値）（MPa） 
インチング防止時間（秒） 
周波数上限（Hz） 
周波数下限（Hz） 

周波数上限（Hz） 
周波数下限（Hz） 

25～80 
20～80

30～70 
25～70

30～75 
25～75

30～60 
25～60

HCSV75HCSV22

コード 設定項目 
設　定　範　囲 

HCSV45 HCSV55

0～2000
インバータ周波数固定（Hz） 
電子流量弁開度調整 

20～80 25～70 25～7525～60
HCSV75HCSV22

項　　　目 HCSV45 
80 
25

HCSV55 
70 
25

HCSV75 
75 
25

HCSV22 
60 
25

※周波数上下限定の際、上限値＜下限値となった場合、誤設定とみなし誤設定ランプ（LED4）を点滅させると共に 
　強制的に下表に切換えます。 
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8.3 ファンスピードコントローラー
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8.4 タイムチャート
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9. 製品の様子がおかしいときの処置

9.1 型式の確認
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9.2 初期点検
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9.3 故障診断
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9.4 インバータ駆動用部品の点検要領
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9.5 圧縮機の故障原因
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9.6 故障原因分析
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9.7 応急運転方法
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10. 据付工事関連事項

10.1 安全にご使用いただくために
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10.2 施工上の主な注意点
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10.3 搬入時の注意事項
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10.4 据付場所の選定
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10.5 ユニットの据え付け
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10.6 代替冷媒に関わる施工概要
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10.7 降雪地域における積雪防止

10.8 現地冷媒配管要領
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100



101



102
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10.9 電気配線
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10.10 試運転前の点検
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10.11 試運転の要領
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108



109
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10.12 試運転の際のご注意
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10.13 引き渡し時の指導
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10.14 サービス方法
1. 保守・サービス上の一般的な注意事項

2. 冷媒の補給
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3. 冷媒の回収
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4. 冷凍機油の補給および排出
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5. 圧縮機焼損事故の処置
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10.15 保守・点検
1. 点検
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2. ガス漏れ試験

3. 保護装置が作動した場合の処置
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11. コンデンシングユニットの保証条件
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12. 主要部品の機能と構造

12.1 本体スイッチ

HCSV22

HCSV55, HCSV75

HCSV45
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12.2 ユニットコントローラー
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12.3 インバーター部品
（1）インバーター基板

（2）インバーターパワーユニット構成
HCSV22, HCSV45 HCSV55, HCSV75
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12.4 低圧圧力センサー
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12.5 高圧圧力センサー
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12.6 電子流量弁



128

参　考　資　料

1. 運転データ記入シート
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2. インバータ冷凍機とは
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3. 代替冷媒（R404A）の概要
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4.
R
404A

モ
リ
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図
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5. R404A飽和温度と飽和圧力表
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HCSV22

HCSV55

HCSV45

HCSV75

6. 運転音
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項目（単位） 
製品形式 

ア ン カ ボ ル ト 本 数  

ア ン カ ボ ル ト 径  

ア ン カ ボ ル ト 種 類  

必 要 ス ラ ブ 厚 さ  

埋 込 長 さ  

 

d 

 

 

L

－ 

mm 

－ 

mm 

mm

HCSV22 HCSV45 HCSV55

4 

M12 

箱抜式LA形 

180 

128

HCSV75

（1）アンカボルト選定

項目（単位） 
製品形式 

設　置　階（仮定）  

設 計 用 水 平 震 度  

設 計 用 垂 直 震 度  

製品質量（運転質量） 

重 心 高 さ  

ボルト～重心間距離  

アンカボルト間距離  

ア ン カ ボ ル ト 本 数  

アンカボルト片側本数 

アンカボルト断面積  

アンカボルト
引 抜 荷 重  

せん断応力 

計算値  

許容値  

計算値  

許容値  

計算値  

許容値  引 張 応 力  

 

KH 

KV 

W 

hG 

VG 

V1 

no 

nt 

A 

Rb 

Ta 

τ 

fs 

σ 

ft 

fts

－ 

－ 

－ 

kg 

cm 

cm 

cm 

－ 

－ 

cm2 

kN 

kN 

kN/cm2 

kN/cm2 

kN/cm2 

kN/cm2 

kN/cm2 

 
－ 

HCSV22 HCSV45 HCSV55

屋上・塔屋及び最上階 

1.0 

0.5 

 

 

 

 

4.0 

2.0 

1.13 

 

4.71 

 

13.23 

 

17.64 

 

 
合　　格 

252 

63.2 

26.0 

57.0 

 

 

 

1.09 

 

0.55 

 

0.96 

 

23.86

304 

59.8 

32.0 

76.0 

 

 

 

0.86 

 

0.66 

 

0.76 

 

24.28

115 

39.5 

17.0 

35.5 

 

 

 

0.49 

 

0.25 

 

0.44 

 

24.30

HCSV75

判
　
　
　
　
定 

判　定　結　果 

（2）検討計算（設計用震度は局部震度法による）

7. 防振設計参考資料
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（3）特記項目
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